
世界最⼤の⽯油埋蔵量を誇り、また20世紀後半にはラテンアメリカの⺠
主主義の模範と呼ばれたベネズエラでは、過去20年⺠主主義が溶解し、
権威主義体制が⻑期化している。経済⾯では2014〜2020年に国家経済
（GDP)が7年で５分の１に縮⼩するほどの激烈な経済縮⼩とハイパーイ
ンフレに⾒舞われ、経済が破綻した。その結果⼈⼝の4分の１にあたる
770万⼈以上が国を離れた。経済成⻑率はようやくプラスに転じたもの
の、市⺠の⽣活は引き続き厳しい。ベネズエラにおける⺠主主義の溶解
と経済破綻の背景とプロセスについて、また今年予定されている⼤統領
選を前に少しずつ動き始めたベネズエラ政治について、概説する。
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17：00〜18：30
ZOOMによるオンライン研究会
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